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金融安定理事会は、暗号資産関連の活動に関する国際的な規制の枠組み

を提案 

 

 

金融安定理事会（FSB）は本日、暗号資産関連の活動に関する国際的な規制の枠組み

についての提案を公表した。本枠組みは主として以下の提言から構成される。 

 

（i）暗号資産関連の活動・市場に対する規制・監督・監視アプローチの一貫性・

包括性を促進し、国際的な協調・連携そして情報共有を強化する勧告 

（ii）関連する金融安定へのリスクに、より効果的に対処するための、「グローバル・

ステーブルコイン」の規制・監督・監視に関するハイレベルな勧告の見直し 

 

提案された勧告は市中協議のために公表された。これらは「同じ活動・同じリスク

には同じ規制を適用する」との原則に基づいている。すなわち、暗号資産とその仲介

者が伝統的な金融セクターにおける商品とその仲介者と同等の経済的機能を果たし

ている場合、それらは同等の規制の対象となるべきである。規制はまた、暗号資産が

持つ新しい特徴と固有のリスクを考慮に入れ、暗号資産エコシステムと伝統的な金融

システム間の相互連関の高まりがもたらし得る潜在的な金融安定リスクに対処しな

ければならない。 

 

ステーブルコインのような、決済手段並びに/あるいは価値貯蔵手段として広く使

われ得る暗号資産は、金融安定に重大なリスクをもたらし得るため、高い規制水準が

適用されなければならない。提案された「グローバル・ステーブルコイン」の規制・

監督・監視に関するハイレベルな勧告の見直しは、利用者の償還権と、頑健な価値安

定メカニズムに関する要件を強化している。 

 

2 つの勧告は、ステーブルコインとより広い暗号資産エコシステム間の相互連関を

反映し、密接に関連している。それぞれ独立した文書として作成されているものの、

こうした相互連関に照らして両者が一体となって機能すること、そして両者で同じ課

題・リスクの取扱いが一貫していることが企図されている。 

 



FSB は提案された勧告に対する市中からのコメントを募集している。枠組みに関す

る文書には本目的のための一連の問いが含まれている。FSB は、関心のある全てのス

テークホルダーが本協議に参加することを推奨する。回答は、2022年 12月 15日（木）

までに、fsb@fsb.orgまで送付されなければならない。 
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